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試験装置の特徴 

温度変化を伴う定圧蒸気環境に暴露される材料・部品の開発・評価を承ります。 

高温高湿度圧力下での蒸気暴露試験 

Cat.No 3E6J-032-00-191212 

● 温度変化を伴う蒸気暴露試験において、高精度な圧力調整が可能です。

・ 試験容器とは別の蒸気発生用の圧力容器から蒸気とガスを送り込むことが可能です。

・ 温度変化を伴う試験条件においても圧力・相対湿度の変動（主に低下）を抑制することができます。

・ 試験容器の最高使用温度は250℃、最高使用圧力は1.9MPa(ガス圧の場合、1MPa未満)です。

・ 微流量バルブを使用して、狭い圧力制御範囲（±5kPa）に対しても圧力調整できます。

・ 1MPa未満であれば、ガスボンベによる加圧も可能です。

温度・圧力・相対湿度－時間チャート 

装置概略図 

温度・圧力・相対湿度－時間チャートの例 
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